
政
令
第
三
百
五
号

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
の
二
の
五
第
一
項
及
び
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
第
四
号
」
に
、
「
第
三
十

四
条
第
七
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
（
全
域
放
出
方
式
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
不
活
性
ガ
ス
消
火
剤
を
放
射
す
る
も
の
に
限

る
。
）
（
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
適

用
を
受
け
る
部
分
に
限
る
。
）

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
有
す
る
者
」
の
下
に
「
（
第
四
号
に
お
い
て
「
消
防
設
備
士
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項



に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
防
火
安
全
性
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、

消
防
設
備
士
等
に
よ
る
点
検
が
特
に
必
要
で
あ
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

最
近
の
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
に
係
る
事
故
等
の
発
生
状
況
に
鑑
み
、
そ
の
再
発
の
防
止
を
図
る
た
め
、
一
定
の
不
活
性
ガ

ス
消
火
設
備
に
つ
い
て
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
最
新
の
技
術
上
の
基
準
を
適
用
す
る

と
と
も
に
、
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
に
つ
い
て
消
防
設
備
士
等
に
点
検
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防
火
対

象
物
の
範
囲
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


